
数学Ⅱ・数学Ｂ
問 題 選 択 方 法

第１問 必 答

第２問 必 答

第３問 �
�
�
�
�
�
�
�

いずれか�問を選択し，

解答しなさい。
第４問

第５問

― １５ ― （２１０５―１５）



第１問 （必答問題）（配点 ３０）

〔�〕

 �ラジアンとは， ア のことである。 ア に当てはまるもの

を，次の�～�のうちから一つ選べ。

� 半径が�，面積が�の扇形の中心角の大きさ

� 半径が π，面積が�の扇形の中心角の大きさ

� 半径が�，弧の長さが�の扇形の中心角の大きさ

� 半径が π，弧の長さが�の扇形の中心角の大きさ

 １４４°を弧度で表すと
イ

ウ
πラジアンである。また，

２３
１２
πラジアン

を度で表すと エオカ °である。
（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

（注）この科目には，選択問題があります。（１５ページ参照。）数学Ⅱ・数学Ｂ

― １６ ― （２１０５―１６）



 π

� ≦ θ≦ πの範囲で

�sin��θ＋
π

�
�
�－�cos

�
�θ＋

π

３０
�
�＝� ………………………… 

を満たす θの値を求めよう。

x＝ θ＋
π

� とおくと，は

�sin x－�cos��x－
π

キ

�
�＝�

と表せる。加法定理を用いると，この式は

sin x－� ク cos x＝�

となる。さらに，三角関数の合成を用いると

sin
�
�x－

π

ケ

�
�＝

�
コ

と変形できる。x＝ θ＋
π

� ，
π

� ≦ θ≦ πだから，θ＝
サシ

スセ
πであ

る。
（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― １７ ― （２１０５―１７）



〔�〕 cを正の定数として，不等式

x log３x≧��
x
c
�
�
３

………………………… 

を考える。

�を底とするの両辺の対数をとり，t＝ log３ xとおくと

t
ソ
－ タ t＋ タ log３ c≧� ………………………… 

となる。ただし，対数 loga bに対し，aを底といい，bを真数という。

c＝３
�	のとき，を満たす xの値の範囲を求めよう。により

t≦ チ ， t≧ ツ

である。さらに，真数の条件を考えて

テ ＜ x≦ ト ， x≧ ナ

となる。
（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― １８ ― （２１０５―１８）



次に，が x＞ テ の範囲でつねに成り立つような cの値の範囲を

求めよう。

xが x＞ テ の範囲を動くとき，tのとり得る値の範囲は ニ で

ある。 ニ に当てはまるものを，次の�～�のうちから一つ選べ。

� 正の実数全体 � 負の実数全体

� 実数全体 � �以外の実数全体

この範囲の tに対して，がつねに成り立つための必要十分条件は，

log３ c≧
ヌ

ネ
である。すなわち，c≧

ノ
�ハヒ である。

数学Ⅱ・数学Ｂ

― １９ ― （２１０５―１９）



第２問 （必答問題）（配点 ３０）

〔�〕 p＞�とする。座標平面上の放物線 y＝ px２＋ qx＋ rを Cとし，直線

y＝�x－�を lとする。Cは点 A（�，�）において lと接しているとする。

 qと rを，pを用いて表そう。放物線 C上の点 Aにおける接線 lの傾き

は ア であることから，q＝ イウ p＋ エ がわかる。さら

に，Cは点 Aを通ることから，r＝ p－ オ となる。

 v＞�とする。放物線 Cと直線 lおよび直線 x＝ vで囲まれた図形の

面積 Sは S＝
p

カ

�
�v

３－ キ v２＋ ク v－ ケ �
�である。

また，x軸と lおよび�直線 x＝�，x＝ vで囲まれた図形の面積 Tは，

T＝ v
コ
－ vである。

U＝ S－ Tは v＝�で極値をとるとする。このとき，p＝ サ

で あ り，v ＞�の 範 囲 で U ＝�と な る v の 値 を v０ と す る と，

v０＝
シ ＋� ス

セ
である。�＜ v＜ v０の範囲で Uは ソ 。

ソ に当てはまるものを，次の	～
のうちから一つ選べ。

	 つねに増加する � つねに減少する � 正の値のみをとる

 負の値のみをとる 
 正と負のどちらの値もとる

p＝ サ のとき，v＞�における Uの最小値は タチ である。

（数学Ⅱ・数学Ｂ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２０ ― （２１０５―２０）



〔�〕 関数 f（x）は x≧�の範囲でつねに f（x）≦�を満たすとする。t＞�のと

き，曲線 y＝ f（x）と x軸および�直線 x＝�，x＝ tで囲まれた図形の面積

をWとする。tが t＞�の範囲を動くとき，Wは，底辺の長さが�t２－�，

他の�辺の長さがそれぞれ t２＋�の二等辺三角形の面積とつねに等しいと

する。このとき，x＞�における f（x）を求めよう。

F（x）を f（x）の不定積分とする。一般に，F′（x）＝ ツ ，W＝ テ

が成り立つ。 ツ ， テ に当てはまるものを，次の�～�のうちか

ら一つずつ選べ。ただし，同じものを選んでもよい。

� － F（ t） � F（ t） � F（ t）－ F（�）

	 F（ t）＋ F（�） 
 － F（ t）＋ F（�） � － F（ t）－ F（�）

� － f（x）  f（x） � f（x）－ f（�）

したがって，t＞�において

f（ t）＝ トナ t
ニ
＋ ヌ

である。よって，x＞�における f（x）がわかる。

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２１ ― （２１０５―２１）



第３問 （選択問題）（配点 ２０）

第�項が３０，初項から第�項までの和が２８８である等差数列を｛an｝とし，

｛an｝の初項から第 n項までの和を Snとする。また，第�項が３６，初項から第

�項までの和が１５６である等比数列で公比が�より大きいものを｛bn｝とし，

｛bn｝の初項から第 n項までの和を Tnとする。

 ｛an｝の初項は アイ ，公差は ウエ であり

Sn＝ オ n２－ カキ n

である。

 ｛bn｝の初項は クケ ，公比は コ であり

Tn＝ サ �
� シ

n

－ ス 	



である。
（数学Ⅱ・数学Ｂ第３問は次ページに続く。）

第３問～第５問は，いずれか２問を選択し，解答しなさい。数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２２ ― （２１０５―２２）



 数列｛cn｝を次のように定義する。

cn＝ �
���

�

（n－ k＋�）（ak－ bk）

＝ n（a１－ b１）＋（n－�）（a２－ b２）＋…＋�（an－１－ bn－１）＋（an－ bn）

（n＝�，�，�，…）

たとえば

c１＝ a１－ b１， c２＝�（a１－ b１）＋（a２－ b２）

c３＝�（a１－ b１）＋�（a２－ b２）＋（a３－ b３）

である。数列｛cn｝の一般項を求めよう。

｛cn｝の階差数列を｛dn｝とする。dn＝ cn＋１－ cnであるから，dn＝ セ

を満たす。 セ に当てはまるものを，次の�～�のうちから一つ選べ。

� Sn＋ Tn � Sn－ Tn � － Sn＋ Tn

	 － Sn－ Tn 
 Sn＋１＋ Tn＋１ � Sn＋１－ Tn＋１

� － Sn＋１＋ Tn＋１ � － Sn＋１－ Tn＋１

したがって，とにより

dn＝ ソ n２－�・ タ
n＋ チ

である。c１＝ ツテト であるから，｛cn｝の一般項は

cn＝ ナ n３－ ニ n２＋ n＋ ヌ － タ
n＋ ネ

である。

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２３ ― （２１０５―２３）



� � �

� � � �

� � � � � � � �

� �

� �

第４問 （選択問題）（配点 ２０）

aを�＜ a＜�を満たす定数とする。三角形 ABCを考え，辺 ABを�：�に

内分する点を D，辺 BCを a：（�－ a）に内分する点を E，直線 AEと直線 CD

の交点を Fとする。
��
FA＝ p，

��
FB＝ q，

��
FC＝ rとおく。


��
AB＝ ア であり

����AB��
２
＝��p��

２
－ イ p・q＋��q��

２
………………………… 

である。ただし， ア については，当てはまるものを，次の�～�のうち

から一つ選べ。

� p＋ q � p－ q 	 q－ p � － p－ q


��
FDを pと qを用いて表すと

��
FD＝

ウ

エ
p＋

オ

カ
q ………………………… 

である。
（数学Ⅱ・数学Ｂ第４問は次ページに続く。）

第３問～第５問は，いずれか２問を選択し，解答しなさい。数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２４ ― （２１０５―２４）



� �

�

� � �

�

� � �

� � �

� � �

� � �

� �

 s，tをそれぞれ
��
FD＝ s r，

��
FE＝ t pとなる実数とする。sと tを aを用いて

表そう。

��
FD＝ s rであるから，により

q＝ キク p＋ ケ s r ………………………… 

である。また，
��
FE＝ t pであるから

q＝
t

コ － サ
p－

シ

コ － サ
r …… 

である。とにより

s＝
スセ

ソ �
� コ － サ �

�

， t＝ タチ �
� コ － サ �

�

である。

 ����AB��＝����BE��とする。��p��＝�のとき，pと qの内積を aを用いて表そう。

により

����AB��
２
＝�－ イ p・q＋��q��

２

である。また

����BE��
２
＝ ツ �

� コ － サ �
�
２

＋ テ �
� コ － サ �

�p・q＋
��q��

２

である。したがって

p・q＝
トナ － ニ

ヌ

である。

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２５ ― （２１０５―２５）



第５問 （選択問題）（配点 ２０）

以下の問題を解答するにあたっては，必要に応じて２９ページの正規分布表を

用いてもよい。

 aを正の整数とする。�，�，�，…，�aの数字がそれぞれ一つずつ書か

れた a枚のカードが箱に入っている。この箱から�枚のカードを無作為に取

り出すとき，そこに書かれた数字を表す確率変数を Xとする。このとき，

X＝�aとなる確率は
ア

イ
である。

a＝�とする。Xの平均（期待値）は ウ ，Xの分散は エ である。

また，s，tは定数で s＞�のとき，sX＋ tの平均が２０，分散が３２となるよう

に s，tを定めると，s＝ オ ，t＝ カ である。このとき，sX＋ tが

２０以上である確率は０． キ である。
（数学Ⅱ・数学Ｂ第５問は次ページに続く。）

第３問～第５問は，いずれか２問を選択し，解答しなさい。数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２６ ― （２１０５―２６）



 の箱のカードの枚数 aは�以上とする。この箱から�枚のカードを同時

に取り出し，それらのカードを横�列に並べる。この試行において，カードの

数字が左から小さい順に並んでいる事象を Aとする。このとき，事象 Aの起

こる確率は
ク

ケ
である。

この試行を１８０回繰り返すとき，事象 Aが起こる回数を表す確率変数を Y

とすると，Yの平均mは コサ ，Yの分散 σ２は シス である。ここで，

事象 Aが１８回以上３６回以下起こる確率の近似値を次のように求めよう。

試行回数１８０は大きいことから，Yは近似的に平均m＝ コサ ，標準偏

差 σ＝�シス の正規分布に従うと考えられる。ここで，Z＝
Y－m
σ

と

おくと，求める確率の近似値は次のようになる。

P（１８≦ Y≦３６）＝ P��－ セ ． ソタ ≦ Z≦ チ ． ツテ �
�

＝０． トナ
（数学Ⅱ・数学Ｂ第５問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２７ ― （２１０５―２７）



 ある都市での世論調査において，無作為に４００人の有権者を選び，ある政策

に対する賛否を調べたところ，３２０人が賛成であった。この都市の有権者全体

のうち，この政策の賛成者の母比率 pに対する信頼度９５％の信頼区間を求め

たい。

この調査での賛成者の比率（以下，これを標本比率という）は０． ニ で

ある。標本の大きさが４００と大きいので，二項分布の正規分布による近似を用

いると，pに対する信頼度９５％の信頼区間は

０． ヌネ ≦ p≦０． ノハ

である。

母比率 pに対する信頼区間 A≦ p≦ Bにおいて，B－ Aをこの信頼区間の

幅とよぶ。以下，Rを標本比率とし，pに対する信頼度９５％の信頼区間を考

える。

上で求めた信頼区間の幅を L１

標本の大きさが４００の場合に R＝０．６が得られたときの信頼区間の幅を L２

標本の大きさが５００の場合に R＝０．８が得られたときの信頼区間の幅を L３

とする。このとき，L１，L２，L３について ヒ が成り立つ。 ヒ に当

てはまるものを，次の�～�のうちから一つ選べ。

� L１＜ L２＜ L３ � L１＜ L３＜ L２ � L２＜ L１＜ L３

� L２＜ L３＜ L１ � L３＜ L１＜ L２ � L３＜ L２＜ L１

（数学Ⅱ・数学Ｂ第５問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２８ ― （２１０５―２８）



正 規 分 布 表

y

zz　0O

次の表は，標準正規分布の分布曲線における右図の灰

色部分の面積の値をまとめたものである。

z０ ０．００ ０．０１ ０．０２ ０．０３ ０．０４ ０．０５ ０．０６ ０．０７ ０．０８ ０．０９

０．０ ０．００００ ０．００４０ ０．００８０ ０．０１２０ ０．０１６０ ０．０１９９ ０．０２３９ ０．０２７９ ０．０３１９ ０．０３５９

０．１ ０．０３９８ ０．０４３８ ０．０４７８ ０．０５１７ ０．０５５７ ０．０５９６ ０．０６３６ ０．０６７５ ０．０７１４ ０．０７５３

０．２ ０．０７９３ ０．０８３２ ０．０８７１ ０．０９１０ ０．０９４８ ０．０９８７ ０．１０２６ ０．１０６４ ０．１１０３ ０．１１４１

０．３ ０．１１７９ ０．１２１７ ０．１２５５ ０．１２９３ ０．１３３１ ０．１３６８ ０．１４０６ ０．１４４３ ０．１４８０ ０．１５１７

０．４ ０．１５５４ ０．１５９１ ０．１６２８ ０．１６６４ ０．１７００ ０．１７３６ ０．１７７２ ０．１８０８ ０．１８４４ ０．１８７９

０．５ ０．１９１５ ０．１９５０ ０．１９８５ ０．２０１９ ０．２０５４ ０．２０８８ ０．２１２３ ０．２１５７ ０．２１９０ ０．２２２４

０．６ ０．２２５７ ０．２２９１ ０．２３２４ ０．２３５７ ０．２３８９ ０．２４２２ ０．２４５４ ０．２４８６ ０．２５１７ ０．２５４９

０．７ ０．２５８０ ０．２６１１ ０．２６４２ ０．２６７３ ０．２７０４ ０．２７３４ ０．２７６４ ０．２７９４ ０．２８２３ ０．２８５２

０．８ ０．２８８１ ０．２９１０ ０．２９３９ ０．２９６７ ０．２９９５ ０．３０２３ ０．３０５１ ０．３０７８ ０．３１０６ ０．３１３３

０．９ ０．３１５９ ０．３１８６ ０．３２１２ ０．３２３８ ０．３２６４ ０．３２８９ ０．３３１５ ０．３３４０ ０．３３６５ ０．３３８９

１．０ ０．３４１３ ０．３４３８ ０．３４６１ ０．３４８５ ０．３５０８ ０．３５３１ ０．３５５４ ０．３５７７ ０．３５９９ ０．３６２１

１．１ ０．３６４３ ０．３６６５ ０．３６８６ ０．３７０８ ０．３７２９ ０．３７４９ ０．３７７０ ０．３７９０ ０．３８１０ ０．３８３０

１．２ ０．３８４９ ０．３８６９ ０．３８８８ ０．３９０７ ０．３９２５ ０．３９４４ ０．３９６２ ０．３９８０ ０．３９９７ ０．４０１５

１．３ ０．４０３２ ０．４０４９ ０．４０６６ ０．４０８２ ０．４０９９ ０．４１１５ ０．４１３１ ０．４１４７ ０．４１６２ ０．４１７７

１．４ ０．４１９２ ０．４２０７ ０．４２２２ ０．４２３６ ０．４２５１ ０．４２６５ ０．４２７９ ０．４２９２ ０．４３０６ ０．４３１９

１．５ ０．４３３２ ０．４３４５ ０．４３５７ ０．４３７０ ０．４３８２ ０．４３９４ ０．４４０６ ０．４４１８ ０．４４２９ ０．４４４１

１．６ ０．４４５２ ０．４４６３ ０．４４７４ ０．４４８４ ０．４４９５ ０．４５０５ ０．４５１５ ０．４５２５ ０．４５３５ ０．４５４５

１．７ ０．４５５４ ０．４５６４ ０．４５７３ ０．４５８２ ０．４５９１ ０．４５９９ ０．４６０８ ０．４６１６ ０．４６２５ ０．４６３３

１．８ ０．４６４１ ０．４６４９ ０．４６５６ ０．４６６４ ０．４６７１ ０．４６７８ ０．４６８６ ０．４６９３ ０．４６９９ ０．４７０６

１．９ ０．４７１３ ０．４７１９ ０．４７２６ ０．４７３２ ０．４７３８ ０．４７４４ ０．４７５０ ０．４７５６ ０．４７６１ ０．４７６７

２．０ ０．４７７２ ０．４７７８ ０．４７８３ ０．４７８８ ０．４７９３ ０．４７９８ ０．４８０３ ０．４８０８ ０．４８１２ ０．４８１７

２．１ ０．４８２１ ０．４８２６ ０．４８３０ ０．４８３４ ０．４８３８ ０．４８４２ ０．４８４６ ０．４８５０ ０．４８５４ ０．４８５７

２．２ ０．４８６１ ０．４８６４ ０．４８６８ ０．４８７１ ０．４８７５ ０．４８７８ ０．４８８１ ０．４８８４ ０．４８８７ ０．４８９０

２．３ ０．４８９３ ０．４８９６ ０．４８９８ ０．４９０１ ０．４９０４ ０．４９０６ ０．４９０９ ０．４９１１ ０．４９１３ ０．４９１６

２．４ ０．４９１８ ０．４９２０ ０．４９２２ ０．４９２５ ０．４９２７ ０．４９２９ ０．４９３１ ０．４９３２ ０．４９３４ ０．４９３６

２．５ ０．４９３８ ０．４９４０ ０．４９４１ ０．４９４３ ０．４９４５ ０．４９４６ ０．４９４８ ０．４９４９ ０．４９５１ ０．４９５２

２．６ ０．４９５３ ０．４９５５ ０．４９５６ ０．４９５７ ０．４９５９ ０．４９６０ ０．４９６１ ０．４９６２ ０．４９６３ ０．４９６４

２．７ ０．４９６５ ０．４９６６ ０．４９６７ ０．４９６８ ０．４９６９ ０．４９７０ ０．４９７１ ０．４９７２ ０．４９７３ ０．４９７４

２．８ ０．４９７４ ０．４９７５ ０．４９７６ ０．４９７７ ０．４９７７ ０．４９７８ ０．４９７９ ０．４９７９ ０．４９８０ ０．４９８１

２．９ ０．４９８１ ０．４９８２ ０．４９８２ ０．４９８３ ０．４９８４ ０．４９８４ ０．４９８５ ０．４９８５ ０．４９８６ ０．４９８６

３．０ ０．４９８７ ０．４９８７ ０．４９８７ ０．４９８８ ０．４９８８ ０．４９８９ ０．４９８９ ０．４９８９ ０．４９９０ ０．４９９０

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２９ ― （２１０５―２９）
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